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３　現場活動
⑴　救助指定中隊の支援隊として指定された場合は、積極的に救助指定中隊長と接触し、

人命検索救助のための連携した活動を展開する。救助指定中隊長と接触せず、自己隊

のみで活動する隊が見られる。消防活動は、組織力を発揮しての活動であることを強

く認識する。
⑵　先着隊を積極的に補完する。指揮本部長や先着中隊長の指揮下での活動に徹する。

⑶　延焼阻止を下命された場合は、先着隊の筒先が不足している面に進入する。先着隊

の延長したホース線をたどり、同じ場所で活動することのないよう配意する。

⑷　火点直近主義に基づき、先着隊の資器材を有効活用し、効率的な活動に心掛ける。

また、活動中に得た重要情報は、指揮本部長等に速報する。
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Q４　後着中小隊長としての活動上の留意事項は

１　出場

⑴　到着順位、方向及び無線情報等から、災害進展の確認と予測をする。

⑵　自己隊が先着しない区域であっても、交通状況等により先着した場合は、救助指定

中隊の任務を行わなければならない。先着することも考慮して出場する。

⑶　水利状況や先着隊の部署位置を考慮し、できる限り火点直近での活動に配意する。

２　現場到着

⑴　先着中隊長は忙しい。現着後は、後着の中小隊長が先着中隊長のもとに赴いて接触

し、任務を確認する。

⑵　先着中隊長に接触できない場合や受命のいとまがない場合は、把握した災害実態等

から活動方針を決定し、自己隊に下命するとともに、継続して先着中隊長との連携に

努める。

⑶　冷静に状況を判断する（最先着中隊長ほど熱くならない。むしろ冷静でいられる。）。

⑷　自己隊が到着した時点で、何をすべきか、的確かつ具体的に隊員に下命する。

⑸　現場待機を下命された場合は、突発的な下命に即応できるよう態勢を整えておく。
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